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令和５年度　議会報告会・意見交換会　

令
和
５
年
度
　
鳥
取
市
議
会

令
和
５
年
度
　
鳥
取
市
議
会

　
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

　
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

�
～
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
～

～自由記載欄（抜粋）～
【議会報告会について】
・予算・決算の内容・伝えたいこと ( 事項 ) について、

知ることができた。
・資料が簡潔で分かりやすかった。 
・バードハットや風紋広場でのイベントの中など多数の

市民がいるところで開催してはどうか。
・年１回ではなく、昼、夜、多数開催してはどうか。
【意見交換会について】
・話す内容、流れが分かりやすく話しやすかった。
・市民と議員がフォーマルな場で話すことのできる機会

を定期的に設けることは重要だと思う。
・話し合いの時間が短かった。
・今回の意見を議会の場でも活用していただきたい。 
・脱線しがちな部分がありましたが、きちんと進行して

くださいました。
・しっかり政策につなげていってほしい。 
【鳥取市議会について】
・引き続き、「未来」のことを意識しながら、誰一人取り残

さないという思いを踏まえて議会運営をしていただけ
たらと思います。

・議員と直接お話ができて、市政への関心が高まりまし
た。

・意見交換した内容が引き続きどういう取り組みになっ
たかを見たいです。 

・少子高齢化によって鳥取市がさらに元気がなくなるの
を防いでほしいです。若い世代の行動、発信力を後押
しするような支援をお願いします。 

・市議会を傍聴する機会をもって、市政を身近に実感い
たしました。

　
鳥
取
市
議
会
は
、
令
和
５
年
10
月

29
日
（
日
）
に
「
議
会
報
告
会
・
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
詳
し
い
意
見
交
換
の
内

容
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。

SDGs 未来都市について

●地産地消の推進について
・�フェアトレードの認知度向上を図り、
フェアトレードタウンを宣言してはど
うか。
●鳥取市のまちづくりと活性化について
・�高校生のアイデアを参考にすることや、
ビジネスマッチングの促進が必要。
・�市民が鳥取市を誇れる環境にすること
が、鳥取の未来の都市づくりと考える。
●�関係人口を増やし、交流を深めていく
政策。多世代の多くの人が、より繋が
るようなイベントを開催し、SNSなどを
活用して広報に努めてほしい。

第
２
部　

　
意
見
交
換
会

　

意
見
交
換
会
は
４

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
行

い
ま
し
た
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
か
ら
、
日

常
で
感
じ
て
い
る
事
柄

な
ど
を
直
接
聴
く
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
改
善
す

る
た
め
の
提
案
な
ど
を

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部

　
議
会
報
告
会

　

議
会
報
告
会
で
は
、
令

和
５
年
度
予
算
と
令
和

４
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

各
審
査
特
別
委
員
会
の

委
員
長
報
告
で
取
り
上

げ
た
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

滞在型観光について
●�観光の拠点になる場所や人物の整備が
必要。
●�拠点にはコンシェルジュなどをおいて、
各方面（宿泊・アクティビティ）をつ
なぐ必要がある。
●�どのように人物を獲得（育成）してい
くかが重要。
●�大きな補助金を一発というより、人材
の育成に力を入れた補助金を用意して
ほしい。
●�情報発信の際には、外からどう見えて
いるかを大切に。
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今
回
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。
鳥
取
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　令和５年度　議会報告会・意見交換会

　参加者の皆様にご協力いただいたアンケート結果をご報告
します。

　アンケートの自由記載欄では、たくさんのご意見・ご感想をいただきました。本記事では一部抜粋して掲載していま
す。全文については、鳥取市議会ホームページに掲載しています、令和５年度「鳥取市議会　議会報告会・意見交換会」
報告書をご覧ください。

アンケート集計結果（抜粋）

未来に向けての公共交通について
●運転手不足問題について
・�自動運転化の早期の実用化を目指し、
鳥取モデルとして先進的な価値の創造
に取り組んではどうか。
●公共交通について
・�バスが今どのあたりを走行し、あと何
分待てば来るのかという情報があれば、
利用しやすくなる。
・�ＪＲ、路線バスは鳥取駅が拠点となっ
ており、横展開に対応できず不便であ
る。（例：若葉台から叶方面行）
・�バス路線廃止地域の公助交通（オンデ
マンド）では、公共交通の接続点まで
の運行エリア規制があるため、病院な
どの目的地まで延長できるように改善
してほしい。
●とりモビについて
・�スマホが使いこなせれば大変便利な移
動手段となる。
・�市内全域に普及すれば高齢者の移動に
は大変便利と思う。
・�利用地域を拡大してほしい。
・�横展開への交通網が充実すると思う。

鳥取駅周辺の賑わい創出について

●ハード面について
・�鳥取駅に自動改札がない、駅のリニュー
アルが必要。
・�駅前周辺で働く人のため、安価な駐車
場確保が必要。
●空き店舗について
・旧本庁舎側の移住増対策が必要。
・�ウォーカブルなまちづくりを掲げている
が、それには特色あるまちづくり、店
づくりが必要。
・シャミネ２階を利活用してはどうか。
●催し、イベントについて
・�パブリックビューイングなど、人が集ま
り交流できるようなイベントや場所が必
要。
・�昭和の建物が残っていて、おもしろい。
寺院も多くあり、ウォーキングできるよ
うなルートをつくり、街歩きの楽しさで
人を呼び込めないか。
・�ウォールペインティングや宝探しのよう
なイベント、ワークショップなど、ちょっ
としたことから始めたらどうか。
●観光について
・�シャッターに漫画を描けば、販売終了
後の夜しか見られないので、滞在型観
光につながると思う。

議会報告会の内容 年齢意見交換会の長さ
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一般質問（各個質問）　

問 

本
市
は
本
年
４
月
脱

炭
素
先
行
地
域
に
指
定
さ

れ
た
。
２
０
３
０
年
ま

で
の
目
標
値
と
し
て
と
っ

と
り
市
民
電
力
の
再
エ
ネ

地
産
地
消
率
50
％
を
あ
げ

て
い
る
。
今
後
再
エ
ネ
発

電
事
業
は
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
事

業
の
円
滑
な
推
進
の
為
に

自
治
体
の
約
１
割
が
条
例

化
し
て
い
る
。
市
・
事
業

者
・
住
民
の
責
務
を
設
け

市
へ
の
事
業
申
請
を
義
務

化
す
る
条
例
の
策
定
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
市
長
）
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
は
、
再

エ
ネ
を
主
力
電
源
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

に
は
再
エ
ネ
が
他
の
電
源

と
同
じ
よ
う
に
、
電
力
市

場
に
統
合
さ
れ
、
競
争
の

結
果
、
経
済
合
理
性
に
基

づ
い
て
需
要
の
あ
る
方
か

ら
選
ば
れ
る
形
で
普
及
拡

大
を
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
国
の
自
治
体
に
お
い

て
も
、
条
例
等
を
制
定
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
が
、

本
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず

は
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取

組
を
確
実
に
進
め
、
横
展

開
を
図
る
再
エ
ネ
の
普
及

拡
大
と
環
境
保
全
の
た
め

の
規
制
強
化
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
方
針
と
し
て
い
く
べ
き

か
、
条
例
制
定
等
に
つ
い

て
も
部
局
横
断
的
に
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

設
置
に
関
す
る
条
例
」の
策
定
を
求
め
る

問 

本
市
の
61
地
区
公
民

館
の
う
ち
13
館
で
は
、
利

用
者
か
ら
利
用
料
金
、
す

な
わ
ち
協
力
金
を
徴
収
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
民
へ
の
公
平
公
正
の
観

点
か
ら
利
用
料
金
す
な
わ

ち
協
力
金
を
徴
収
し
て
い

る
こ
と
は
非
常
に
矛
盾
し

て
お
り
、
疑
問
を
感
じ
て

い
る
。
利
用
料
金
す
な
わ

ち
協
力
金
に
つ
い
て
、
今

後
ど
う
い
う
方
向
に
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
現
在
13
館
で

徴
収
を
さ
れ
て
い
る
協
力

金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
中
で
取
決
め
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）
協
力

金
の
使
途
は
、
地
域
の
社

会
教
育
関
係
の
サ
ー
ク

ル
・
団
体
の
運
営
や
公
民

館
の
消
耗
品
、
燃
料
費
、

修
繕
費
な
ど
、
施
設
の

管
理
に
要
す
る
経
費
、
各

地
域
で
行
わ
れ
る
事
業
な

ど
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々

と
な
っ
て
い
る
。

（
市
長
）
各
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
事
業
や
サ
ー
ク

ル
、
団
体
の
運
営
な
ど
へ

の
協
力
金
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
定
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
本
市
が
方
向
性
を
お

示
し
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
使
途
や
目
的
に
つ
い

て
理
解
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

一
方
、
公
民
館
の
消
耗

品
や
燃
料
費
、
修
繕
費
な

ど
施
設
の
管
理
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
負
担
い
た

だ
い
て
い
た
部
分
は
、
本

市
で
負
担
を
し
て
い
く
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

長
坂　

則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

地
区
公
民
館
へ
の
利
用
料

金
（
協
力
金
）に
つ
い
て

問 

我
が
国
農
業
は
長
引

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円

安
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
。
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
所

得
減
少
に
よ
る
離
農
の
増

大
、
親
元
就
農
を
は
じ
め

担
い
手
の
急
減
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
土
砂
災
害
や

作
物
被
害
、
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
等
鳥
獣
被
害
と
厳
し

い
農
業
情
勢
の
中
、
再
生

産
に
配
慮
し
た
適
正
な
価

格
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。

市
長
の
認
識
と
課
題
解
決

へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答 

（
市
長
）
本
市
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
料

や
資
材
の
価
格
高
騰
、
担

い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
気
象
災
害
、
鳥
獣

被
害
や
耕
作
放
棄
地
の
増

加
、
米
価
下
落
な
ど
、
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
生
産

コ
ス
ト
等
の
農
産
物
へ
の

適
切
な
価
格
転
嫁
を
行
う

た
め
に
は
、
消
費
者
や
食

料
関
連
事
業
者
に
本
市
を

は
じ
め
と
す
る
国
産
農
産

物
を
積
極
的
に
選
択
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
国
に
対
す

る
鳥
取
県
版
地
方
６
団
体

要
望
で
、
生
産
コ
ス
ト
の

上
昇
に
見
合
う
価
格
の
形

成
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

や
収
益
力
の
向
上
の
た
め

の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。
今
後
も
米

価
の
安
定
や
適
正
な
価
格

形
成
の
た
め
の
対
策
を
求

め
る
と
と
も
に
、
県
・
Ｊ

Ａ
や
農
業
関
係
者
と
連
携

し
、
地
産
地
消
の
推
進
を

は
じ
め
、
米
粉
を
使
っ
た

新
商
品
の
開
発
や
６
次
産

業
化
、
農
商
工
連
携
の
取

組
、
ま
た
大
都
市
圏
へ
の

販
路
開
拓
等
に
よ
る
鳥
取

市
産
品
の
認
知
度
向
上
や

食
の
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

営
農
継
続
に
つ
な
が
る

農
政
を

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）

問 

災
害
時
で
の
技
術
職

員
等
の
部
署
を
横
断
し
た

応
援
体
制
の
構
築
と
し
て

災
害
復
旧
復
興
支
援
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
や
兼
務
に

よ
る
応
援
制
度
等
の
取
組

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

ま
た
災
害
復
旧
の
中
心

的
役
割
を
担
う
技
術
職
員

の
各
事
業
課
へ
の
適
正
な

職
員
配
置
や
人
材
確
保
に

つ
い
て
関
係
部
課
長
等
の

意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ

新
規
採
用
等
、
実
態
に
応

じ
た
職
員
数
と
な
る
よ
う

取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
災
害
時
に
必

要
と
な
る
職
員
体
制
は
、

災
害
の
規
模
や
状
況
に

よ
っ
て
も
変
わ
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
支
援
チ
ー
ム

な
ど
の
応
援
体
制
の
構
築

や
兼
務
に
よ
る
応
援
を
制

度
化
す
る
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を

基
本
と
し
て
運
用
し
て
い

る
。
災
害
時
に
は
刻
々
と

変
わ
る
被
害
状
況
な
ど
に

合
わ
せ
、
全
庁
的
な
応
援

体
制
で
機
動
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
体
制

を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

各
部
署
に
お
け
る
適
正

な
職
員
配
置
を
進
め
る
に

当
た
り
、
ま
ず
は
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。課
題
の
解
決
に
向
け
、

土
木
技
師
の
高
卒
程
度

の
採
用
試
験
の
実
施
や
、

専
門
職
の
教
養
試
験
の
廃

止
に
よ
る
受
験
者
層
の
拡

大
、
大
手
就
職
情
報
サ

イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
採
用
情
報
発
信
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
担
当
部
署
と
連
携
を
図

り
、
人
材
確
保
に
あ
ら
ゆ

る
手
だ
て
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

適
正
な
組
織
体
制
の

構
築
を
！

問 

公
務
現
場
の
非
正
規

職
員
数
は
平
成
17
年
45
・

６
万
人
か
ら
令
和
２
年

69
・
４
万
人
と
増
え
続
け
、

内
約
９
割
が
会
計
年
度
任

用
職
員
で
約
４
分
の
３
が

女
性
で
あ
る
。
公
的
分
野

が
率
先
し
非
正
規
雇
用
の

待
遇
改
善
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
高
知
市
で
は
正

規
職
員
採
用
の
受
験
資
格

を
緩
和
し
、
59
歳
ま
で
受

験
可
能
と
し
て
い
る
。
本

市
で
も
非
正
規
職
員
の
正

規
化
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
職

員
の
任
用
に
当
た
り
、
職

務
の
内
容
や
業
務
量
に
応

じ
た
適
切
な
勤
務
時
間
な

ど
を
見
極
め
た
上
で
、
多

様
な
任
用
形
態
を
活
用

し
、
正
職
員
ま
た
は
短
時

間
の
非
正
規
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
は
、
公
平
な
採
用

試
験
の
も
と
、
同
じ
条
件

で
受
験
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
非
正
規
職
員
の
み
を
対

象
と
し
て
受
験
資
格
の
緩

和
を
図
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
御
紹
介
を
い

た
だ
い
た
他
都
市
の
状
況

や
、
本
市
に
お
け
る
人
材

確
保
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
採
用
の
在
り

方
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

問 

本
市
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

学
校
の
要
請
に
応
じ
て
行

う
学
校
管
理
下
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
場
合
、
自
宅
を

出
て
か
ら
帰
宅
ま
で
の
間

及
び
活
動
中
の
事
故
に
対

し
て
保
険
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
な
い
。
安
心
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
保
険
制

度
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
地
域
の
未
来
を
支
え

る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た

め
に
、
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
を
実
現
し
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
に
安
心
し
て

学
校
教
育
活
動
へ
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
に
向
け
て
、
学
校

管
理
下
で
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ

い
た
際
の
万
が
一
の
事
故

や
け
が
に
つ
い
て
補
償
で

き
る
よ
う
な
保
険
制
度
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
保
険
制
度
を

伊
藤　

幾
子
（
日
本
共
産
党
）

公
務
現
場
の
職
員
正
規
化
を

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
!!

各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問 

世
界
的
に
ホ
テ
ル
運

営
を
手
掛
け
る
米
国
大
手

マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
最
高
級
ブ

ラ
ン
ド
「
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の

鳥
取
砂
丘
西
側
エ
リ
ア
へ

の
進
出
が
決
ま
っ
た
。
山

陰
初
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
が

２
０
２
６
年
に
誕
生
す

る
。
砂
丘
や
日
本
海
の
魅

力
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ

た
と
感
じ
嬉
し
く
思
う
。

従
業
員
１
８
０
人
前
後
を

雇
用
予
定
の
よ
う
だ
が
事

業
者
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

（
市
長
）
マ
リ
オ
ッ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
進
出
決
定
を
受

け
、
ホ
テ
ル
事
業
者
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
１
８
０

人
の
雇
用
の
内
訳
と
し
て

は
、地
元
雇
用
を
中
心
に
、

正
社
員
・
契
約
社
員
が
全

体
の
85
％
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
が
15
％
の
雇
用

を
計
画
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、

ま
ず
は
県
内
や
近
県
で
の

採
用
を
優
先
的
に
進
め
、

不
足
す
る
人
員
に
つ
い
て

は
そ
の
他
の
エ
リ
ア
に
お

い
て
も
募
集
を
行
い
、
併

せ
て
外
国
人
材
の
確
保
も

進
め
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
は
外
国
人

宿
泊
客
の
滞
在
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人

の
雇
用
は
必
要
と
考
え
て

お
ら
れ
、
直
接
宿
泊
客
へ

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る

部
署
以
外
に
お
い
て
も
、

積
極
的
な
外
国
人
材
の
活

用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

砂
丘
西
側
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
の
進
出
に
つ
い
て

問 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
も

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
す
、
野
良
猫
不
妊
・

去
勢
手
術
補
助
事
業
に
お

い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
で
新
た
な
財
源
を
確

保
で
き
た
。
当
初
財
源
に

充
て
て
い
た
一
般
財
源
が

減
る
こ
と
に
な
る
が
、
有

利
な
財
源
を
得
た
こ
と
で

生
ま
れ
た
財
源
を
有
効
活

用
し
、
今
後
事
業
の
拡
大

を
し
て
は
ど
う
か
。

答 
（
市
長
）
本
市
に
お
い

て
は
、
自
主
財
源
の
確
保

と
新
た
な
財
源
の
創
出
の

た
め
、
市
政
改
革
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
事
業
の
内
容

を
示
し
て
納
税
者
の
共
感

を
呼
び
寄
附
金
を
募
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
、
令
和
４

年
度
に
活
用
の
基
本
方
針

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
年
度
か
ら
、
広
く

全
国
か
ら
事
業
へ
の
賛
同

者
と
寄
附
金
を
募
り
、
地

域
課
題
の
解
決
や
地
方
創

生
の
推
進
に
共
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
地
域
猫
事
業
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
年
度
の
野
良
猫
不

妊
・
去
勢
手
術
補
助
事
業

に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
全
国
か
ら
御
寄

附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の

お
か
げ
で
、
目
標
額
の
１

４
０
万
円
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

こ
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
者

の
方
か
ら
補
助
率
や
補
助

額
の
引
き
上
げ
の
要
望
を

お
聞
き
し
て
い
る
。
い

た
だ
い
た
寄
附
を
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
年
度
に
向
け
、

制
度
の
拡
充
を
検
討
し
た

い
。

米
村　

京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

地
域
猫
事
業
の
拡
充
に

つ
い
て

問 

市
民
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
、
駐
車
場
問
題

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
出
来
る
空
間
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
る
施
設
整

備
を
望
む
意
見
を
聞
い

た
。
先
進
地
の
紹
介
も
し

た
が
、
市
民
が
運
営
主
体

と
な
れ
る
憩
い
の
空
間
や

子
ど
も
子
育
て
世
帯
が
集

え
る
施
設
が
必
要
と
考
え

る
。
再
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
市
民
と
情
報
共
有

し
協
働
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
駅
周
辺

の
再
整
備
は
、
将
来
の
鳥

取
市
、
そ
し
て
麒
麟
の
ま

ち
圏
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
関
わ
る
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ

の
事
業
効
果
を
最
大
限
に

高
め
る
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
様
や
来
街
者
の
皆
様

の
意
見
や
要
望
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
計
画
に
反

映
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
今
後
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
開
催

を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
様

と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

鳥
取
駅
周
辺
再
整
備
の
取

組
を
進
め
て
い
く
。

勝
田　

鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

鳥
取
駅
周
辺
の
賑
わ
い

創
出
に
関
連
し
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。

八戸まちなか広場 はこだてキッズプラザ

 

い
ず
れ
も
勝
田
議
員
が
撮
影
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　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問 

少
子
化
に
よ
り
全
国

の
公
立
小
中
学
校
の
統
廃

合
が
進
ん
で
い
て
、
遠

方
か
ら
学
校
に
通
わ
ざ
る

を
得
な
い
児
童
・
生
徒
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
す
る
市
町
村
が
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
鉄
道
や
路

線
バ
ス
の
定
期
券
を
購
入

し
て
通
学
す
る
児
童
・
生

徒
に
対
し
全
額
補
助
し
て

い
る
自
治
体
も
多
い
。
本

市
に
お
い
て
も
全
額
補
助

す
る
よ
う
制
度
改
正
を
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
を
伺

う
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
の
遠

距
離
通
学
費
補
助
制
度

は
、
平
成
16
年
の
市
町
村

合
併
後
、
旧
自
治
体
ご
と

に
異
な
っ
て
い
た
制
度
を

各
地
域
の
声
を
丁
寧
に
聞

き
な
が
ら
再
構
築
し
、
平

成
22
年
度
よ
り
全
市
共
通

の
制
度
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
第
２
子
の
自
己
負
担

は
半
額
に
、
第
３
子
以
降

は
自
己
負
担
な
し
と
す
る

な
ど
、
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
時
点
で
全
額
補
助
す
る

こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。

　

な
お
、
本
市
で
は
就
学

援
助
の
支
給
項
目
の
１
つ

に
通
学
費
を
設
け
て
お

り
、
経
済
的
に
お
困
り
の

御
家
庭
に
つ
い
て
は
、
遠

距
離
通
学
費
の
自
己
負
担

分
の
支
援
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

岡
田　
　

実
（
無
所
属
）

児
童
・
生
徒
の
バ
ス
通

学
費
用
に
つ
い
て

問 

明
る
い
未
来
プ
ラ
ン

を
進
行
す
る
た
め
に
は
、

商
店
街
振
興
組
合
と
の

協
働
の
視
点
が
重
要
と
考

え
る
。
商
店
街
の
組
織
連

携
や
、
組
織
運
営
、
組
織

の
維
持
継
続
、
こ
れ
ら
を

担
保
す
る
新
規
の
交
付
金

制
度
の
構
築
や
、
大
胆
な

施
策
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答 

（
市
長
）
中
心
市
街
地

の
商
店
街
は
、
ま
ち
な
か

を
周
遊
す
る
人
口
の
減
少

や
空
き
店
舗
の
増
加
、
ま

た
施
設
の
老
朽
化
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
が
、
本
市
と
し
て

は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
お
い
て
商
店
街
の
担

う
役
割
は
大
き
い
と
認
識

し
て
お
り
、
明
る
い
未
来

プ
ラ
ン
に
示
す
、
ま
ち
の

価
値
と
魅
力
を
高
め
る
た

め
に
も
商
店
街
の
皆
様
と

連
携
を
密
に
し
て
、
商
店

街
の
魅
力
向
上
や
持
続
的

発
展
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
商

店
街
振
興
に
お
い
て
、
ま

ち
な
か
周
遊
の
促
進
を
図

る
た
め
、
今
年
度
、
商
店

街
エ
リ
ア
魅
力
創
出
実
証

事
業
や
、
鳥
取
駅
周
辺
憩

い
の
あ
る
賑
わ
い
空
間
創

出
実
証
事
業
、
旧
本
庁

舎
跡
地
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
な
ど
の
新
た
な
仕
掛
け

や
、
新
鳥
取
駅
前
地
区
商

店
街
振
興
組
合
が
実
施
す

る
民
藝
館
通
り
活
性
化
事

業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
後
は
、
安
定
し
た
集

客
を
図
る
た
め
の
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た
ま
ち

な
か
観
光
の
推
進
、
ま
ち

な
か
居
住
の
促
進
、
空
き

店
舗
へ
の
オ
フ
ィ
ス
等
の

誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
、
商
店
街
の
皆
様
や
中

心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

な
ど
関
係
団
体
の
皆
様
と

と
も
に
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
施
策
を
検
討
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
長
定
例
記
者
会
見

で
明
る
い
未
来
プ
ラ
ン
改

定
後
の
新
規
の
取
組
と
し

て
発
表
さ
れ
た
公
立
保
育

園
、
幼
稚
園
の
完
全
給
食

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
本
年

９
月
に
実
施
さ
れ
た
「
３

歳
以
上
児
へ
の
主
食
（
米

飯
）
の
提
供
に
つ
い
て
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受

け
、
完
全
給
食
が
実
施
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。
ま
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

主
食
代
の
設
定
に
つ
い
て

は
ど
う
か
、
伺
う
。

答 

（
市
長
）
近
年
の
気
温

上
昇
が
進
ん
で
い
る
状
況

下
に
お
い
て
、
園
で
主
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
の
衛

生
面
の
向
上
に
よ
っ
て
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
給
食

の
提
供
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
保
護
者
の
皆
様
の

主
食
持
参
に
伴
う
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
温
か
い
御
飯
の
提

供
に
よ
り
、
児
童
へ
の
さ

ら
な
る
食
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待

で
き
る
。

　

主
食
提
供
実
施
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
順
次
実

施
す
る
よ
う
考
え
て
い
る

が
、
近
年
の
状
況
か
ら
、

今
後
も
夏
場
の
気
温
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
で

き
る
限
り
早
期
の
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
主
食

代
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

主
食
提
供
に
係
る
費
用
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

浅
野　

博
文
（
公
明
党
）

子
育
て
環
境
の
充
実
に

つ
い
て

加
嶋　

辰
史
（
開
政
）

商
店
か
ら
の
提
案
を

基
に
行
政
支
援
を
!!!!

各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問 

文
部
科
学
省
が
進
め

る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ

ン
」
の
中
に
は
、
不
登
校

に
な
る
前
に
「
チ
ー
ム
学

校
」
に
よ
る
支
援
を
実
施

す
る
為
、
一
人
一
台
端
末

を
活
用
し
、
小
さ
な
Ｓ
Ｏ

Ｓ
に
早
期
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
と
い
う
趣
旨
が
明
記
し

て
あ
る
。
本
市
の
小
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
し
や
す
い
相
談
体

制
づ
く
り
と
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

（
教
育
長
）
現
在
、
先

行
的
に
学
習
用
端
末
を
活

用
し
な
が
ら
、
児
童
・
生

徒
の
心
や
体
調
の
変
化
を

把
握
し
、
相
談
支
援
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
学
校
が
あ
り
、
こ

の
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
て

全
て
の
学
校
に
導
入
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い

る
。

　

児
童
・
生
徒
が
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い

相
談
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
と
考
え
て

お
り
、
各
学
校
で
は
定
期

的
に
記
名
・
無
記
名
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
必

要
に
応
じ
て
面
談
を
行
っ

て
い
る
。
学
級
活
動
や
保

健
体
育
等
の
授
業
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

に
よ
る
児
童
・
生
徒
へ
の

面
接
等
で
、
日
頃
か
ら
大

人
へ
相
談
す
る
こ
と
の
心

理
的
な
敷
居
を
低
く
し
、

悩
み
を
抱
え
た
と
き
に
い

つ
で
も
身
近
な
大
人
に
相

談
す
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会

を
設
け
て
い
る
。
教
職
員

が
日
々
の
関
わ
り
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
心
や
体
調

の
変
化
の
早
期
発
見
に
努

め
る
と
と
も
に
、
悩
み
や

不
安
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
い
つ
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

発
信
で
き
る
よ
う
な
雰
囲

気
で
、
安
心
し
て
通
う
こ

と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
一
層
進
め
て
い
く
。

水
口　
　

誠
（
公
明
党
）

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

に
つ
い
て

問 

本
市
、
広
域
合
併
前

は
、
新
市
域
に
お
い
て
姉

妹
都
市
連
携
な
ど
様
々
な

交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
平
成
の
大
合
併

と
い
わ
れ
全
国
的
な
市
町

村
合
併
が
進
む
と
共
に
相

手
側
の
市
町
村
も
合
併
統

合
さ
れ
る
な
ど
し
、
交
流

が
衰
退
し
て
い
っ
た
と
感

じ
る
。
今
後
新
市
域
で
の

交
流
促
進
に
あ
た
り
、
合

併
前
の
姉
妹
都
市
交
流
に

つ
い
て
再
度
検
証
し
て
見

直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
合
併
前
の
旧

町
村
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
国
際
・
国
内
交
流
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
基
本
的
に
交
流

都
市
・
地
域
と
し
て
鳥
取

市
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の

相
手
側
の
意
向
・
事
情
や
、

交
流
の
主
体
と
な
る
団
体

の
高
齢
化
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
現
在
は
交
流
の
実

態
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
一
定
の
整
理

を
行
い
な
が
ら
、
新
市
域

に
お
い
て
も
、
で
き
る
こ

と
か
ら
交
流
の
取
組
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
元
気
や
賑
わ
い
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

西
尾　

彰
仁
（
会
派
新
生
）

新
市
域
に
お
け
る

交
流
促
進
に
つ
い
て

問 

日
本
は
、
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
を
、
国
産
米

よ
り
高
い
値
で
買
っ
て
お

り
、
コ
メ
生
産
地
か
ら
輸

入
中
止
を
訴
え
る
べ
き
と

思
う
が
、
そ
の
評
価
に
つ

い
て
問
う
。

　

自
給
率
向
上
の
た
め
、

農
業
従
事
者
の
支
援
が
必

要
。
農
家
は
「
コ
メ
は
高

温
障
害
に
よ
り
白
濁
し
等

級
が
二
等
ば
か
り
」「
収

量
が
減
少
」
と
訴
え
て
い

る
。
減
収
補
填
し
、
生
産

を
続
け
る
支
援
が
必
要
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

問
う
。

答 

（
市
長
）
国
が
実
施
し

て
い
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
の
輸
入
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協

定
に
よ
り
国
策
で
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
を

し
て
お
り
、
本
市
が
国
に

輸
入
差
止
め
を
求
め
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
国

内
で
は
米
余
り
や
米
価
下

落
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
に
対
し
、
そ
の

必
要
性
に
厳
し
い
目
が
注

が
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
本
市
は
国
産

飼
料
の
増
産
、
利
用
拡
大

等
、
食
料
自
給
率
の
向
上

に
係
る
実
施
可
能
な
取
組

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
た
び
の
災
害
に
関

連
す
る
現
年
ま
た
は
翌
年

等
の
減
収
補
塡
を
行
う
予

定
は
な
い
が
、
従
来
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
収
入
保

険
や
農
業
共
済
へ
の
加
入

促
進
や
、
水
稲
の
作
付
が

困
難
な
圃
場
に
お
け
る
レ

ン
ゲ
な
ど
地
力
増
進
作
物

等
の
戦
略
作
物
へ
の
転
作

助
成
の
活
用
な
ど
、
引

き
続
き
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
、
被
災
地
域
の
営
農
継

続
に
向
け
た
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

岩
永　

安
子
（
共
産
党
）

食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
に

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問 

日
本
で
は
子
宮
頸
が

ん
と
診
断
さ
れ
る
女
性
は

増
加
し
て
お
り
、
毎
年

１
万
人
以
上
が
罹
患
し
、

約
３
０
０
０
人
が
死
亡
し

て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
対
象
者
が
、
令
和
６

年
度
は
最
終
年
度
と
な

る
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
接
種
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
周
知
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

答 

（
市
長
）
積
極
的
勧
奨

が
中
止
を
さ
れ
て
い
た
期

間
に
接
種
の
機
会
を
逃
し

て
し
ま
っ
た
方
々
を
対

象
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対

象
者
（
平
成
９
年
４
月
２

日
生
ま
れ
～
高
校
２
年
生

に
相
当
す
る
女
子
）
の
接

種
率
は
、
令
和
４
年
度
は

対
象
者
数
が
６
１
５
８
人

に
対
し
て
、
１
回
目
の
接

種
者
数
５
７
３
人
で
、
接

種
率
は
９
・
３
％
、
令
和

５
年
度
は
10
月
末
時
点
に

お
い
て
対
象
者
数
６
５
４

１
人
に
対
し
て
、
１
回
目

接
種
者
数
４
０
１
人
で
、

接
種
率
６
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
３
年
間
の
実
施
と

な
っ
て
お
り
、
来
年
度
の

令
和
６
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
。本
市
と
し
て
は
、

未
接
種
の
方
に
対
し
て
最

終
年
度
で
あ
る
旨
の
通
知

を
個
別
発
送
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
お
い
て
も
周
知
啓

発
を
図
り
、
接
種
率
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問 

今
後
、
城
跡
、
仁
風

閣
の
改
修
が
行
わ
れ
る
。

城
跡
内
外
に
は
重
要
文
化

財
が
あ
る
。
仁
風
閣
、
１

６
５
０
年
創
建
の
鳥
取
東

照
宮
、
名
勝
庭
園
観
音
院

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
保
存

活
用
は
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
重
要
だ
が
認
識

を
伺
う
。
歴
史
遺
産
を
活

用
し
、
旧
城
下
町
の
取
組

を
地
元
の
宿
泊
、
地
場
産

業
の
活
性
化
に
継
続
的
、

発
展
的
に
つ
な
げ
町
を
元

気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

答 

（
企
画
推
進
部
長
）
鳥

取
城
跡
周
辺
に
は
、
歴
史

遺
産
が
点
在
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
保
存
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
な
が
ら
、

周
辺
一
帯
を
ま
ち
な
か
の

歴
史
・
文
化
の
拠
点
エ
リ

ア
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　

歴
史
遺
産
を
有
効
に
活

用
し
、
歴
史
文
化
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
本
年
７
月
、
庁

内
の
関
係
課
で
組
織
す
る

Ｓ
Ｑ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
「
鳥
取
城
跡
周
辺
の
歴

史
文
化
を
い
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
検
討
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
調
査
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

（
市
長
）
今
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た
第
４
期
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
で

は
、
回
遊
・
滞
在
に
よ
る

経
済
活
力
の
向
上
や
地
域

資
源
等
を
生
か
し
た
交
流

人
口
の
拡
大
を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

中
心
市
街
地
の
多
彩
な
歴

史
文
化
遺
産
を
生
か
し
た

取
組
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

中
心
市
街
地
の
特
色
あ

る
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用

し
観
光
文
化
の
振
興
に

よ
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。
今
後

も
歴
史
文
化
遺
産
を
生
か

し
た
取
組
を
継
続
し
、
発

展
さ
せ
な
が
ら
、
活
気
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

問 

１
０
０
円
バ
ス
く
る

梨
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な

い
市
民
の
方
よ
り
、
我
々

の
地
域
で
も
オ
ン
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
が
あ
れ
ば
便

利
で
助
か
る
の
に
と
の
意

見
を
よ
く
伺
う
。
最
終
的

な
判
断
は
来
年
２
月
９
日

の
実
証
運
行
が
終
了
し
た

後
に
関
係
機
関
が
協
議
さ

れ
る
こ
と
と
思
う
。
現
在

の
利
用
状
況
等
で
判
断
す

る
に
は
大
変
困
難
な
こ
と

だ
と
は
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
事
業
継
続
等
の
見
通

し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
駅
の
南

側
エ
リ
ア
を
中
心
に
運
行

し
て
い
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
予
約
型
乗
合
交
通
と
り

モ
ビ
に
つ
い
て
、
こ
の
事

業
の
継
続
性
を
検
討
す
る

上
で
重
要
な
こ
と
は
、
駅

南
地
域
の
住
民
の
皆
様
や

活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
が

と
り
モ
ビ
を
こ
の
地
域
に

必
要
な
交
通
手
段
と
し

て
受
け
入
れ
、
継
続
し
て

利
用
さ
れ
る
機
運
の
高
ま

り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の

方
に
と
り
モ
ビ
の
特
性
や

利
便
性
を
体
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
実
証
期
間

中
も
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
や
利
用
促
進
、
様
々

な
産
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

な
ど
、
魅
力
の
創
出
に
努

め
て
い
く
。

　

ま
た
、
課
題
で
あ
る
新

た
な
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
企
業
や
店
舗
か
ら

協
賛
金
を
募
り
、
と
り
モ

ビ
の
ア
プ
リ
や
車
内
へ
の

広
告
掲
載
、
無
料
回
数
券

の
提
供
、
乗
降
場
所
の
命

名
権
、
移
動
デ
ー
タ
の
提

供
な
ど
の
特
典
が
得
ら
れ

る
取
組
を
今
月
か
ら
開
始

し
て
い
る
。

　

今
後
、
利
用
状
況
の
推

移
や
財
源
確
保
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
と
っ
と

り
共
創
型
交
通
協
議
会
に

お
い
て
事
業
効
果
や
課
題

の
整
理
、
検
証
を
行
い
、

他
地
域
へ
の
展
開
も
含
め

た
事
業
継
続
の
可
能
性
を

見
極
め
て
い
く
。

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
本
格
運

用
へ
の
見
通
し
に
つ
い
て

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

重
要
な
文
化
財
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問 

生
産
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
作
業
労
力
の
軽

減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

作
業
に
大
き
く
関
わ
る
作

業
機
や
周
辺
機
器
の
購

入
、
レ
ン
タ
ル
支
援
は
、

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農

組
織
等
に
は
あ
る
が
、
小

規
模
・
零
細
農
業
者
に
は

な
い
。
重
点
作
物
生
産
を

拡
大
活
性
化
さ
せ
、
本
市

の
農
業
の
発
展
の
た
め
、

小
規
模
で
あ
っ
て
も
意
欲

の
あ
る
生
産
者
に
つ
い

て
、
農
業
機
械
の
購
入
を

支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
し
、

農
業
所
得
向
上
の
た
め
、

特
産
品
や
高
収
益
作
物
で

あ
る
白
ネ
ギ
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
等
を
重
点
作
物
と
し

て
、
作
付
拡
大
に
よ
る
産

地
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
の
観
点

か
ら
、
兼
業
農
家
や
半
農

半
Ｘ
、
定
年
退
職
に
よ
る

帰
農
と
い
っ
た
多
様
な
就

農
形
態
を
想
定
し
た
農
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
、
産
地
化
や

農
業
所
得
の
向
上
の
た
め

に
は
、
大
規
模
経
営
農
家

に
限
ら
ず
、
一
定
規
模
以

上
の
重
点
作
物
の
生
産
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
す

る
支
援
も
必
要
で
あ
る
た

め
、
機
械
等
の
導
入
支
援

に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
み

た
い
。

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
農
業
施
策
に

つ
い
て

問 

公
共
施
設
を
更
新
し

て
い
く
に
は
年
間
１
０
０

億
円
以
上
の
予
算
が
不
足

す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
財

政
破
綻
す
る
の
で
は
な
い

か
。
市
民
全
体
で
危
機
感

を
共
有
し
更
新
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
問
題
を
先
送
り
せ
ず

明
る
い
未
来
へ
の
政
治
判

断
を
行
い
若
者
が
希
望
を

実
感
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
示
す
べ
き
だ
。

限
り
あ
る
財
源
は
ハ
コ
モ

ノ
か
ら
ワ
カ
モ
ノ
へ
！
市

長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答 

（
市
長
）
公
共
施
設
の

更
新
問
題
は
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
と
い
う
社
会

構
造
の
変
化
の
中
で
持
続

可
能
な
市
政
運
営
に
と
っ

て
待
っ
た
な
し
の
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

　

現
在
保
有
し
て
い
る
公

共
施
設
を
今
後
も
市
有
財

産
と
し
て
保
有
、
維
持
し

て
い
く
の
か
、
そ
の
在
り

方
を
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

本
市
が
発
展
し
て
い
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に

市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
も
変
化
し

続
け
て
お
り
、
公
共
施
設

の
果
た
す
役
割
や
維
持
、

更
新
に
つ
い
て
も
不
断
の

検
討
と
実
行
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
は

本
市
の
重
要
な
政
策
課
題

の
１
つ
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。将
来
に
こ
の
課
題
・

問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
、
今
後
も
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、複
合
化
・

統
合
化
・
廃
止
等
の
中
で
、

代
替
施
設
、
ま
た
将
来
の

姿
を
し
っ
か
り
と
市
民
の

皆
様
に
示
し
な
が
ら
、
ま

た
御
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

玉
木　

裕
一
（
無
所
属
）

ハ
コ
モ
ノ
か
ら
ワ
カ
モ
ノ
へ
〜
鳥
取
市
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
〜

問 

令
和
３
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
も
質
問
し
た

が
そ
れ
か
ら
約
２
年
半

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
外
壁
は
崩
れ
落
ち

る
等
益
々
景
観
を
乱
し
て

お
り
何
の
進
展
も
な
い
と

感
じ
て
い
る
。
ま
た
近
隣

住
民
は
も
と
よ
り
地
域
住

民
、
浜
村
温
泉
関
係
者
は

「
い
つ
ま
で
何
し
と
る
ん

だ
」
と
の
思
い
で
あ
る
。

旧
旅
館
が
空
き
家
と
な
っ

て
か
ら
相
当
な
期
間
が
経

過
し
て
い
る
が
今
後
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か

伺
う
。

答 

（
市
長
）
こ
の
建
物
は

県
外
の
法
人
が
所
有
し
て

お
り
、
令
和
３
年
６
月
定

例
会
以
降
に
お
い
て
も
、

法
人
代
表
者
に
対
し
、
空

家
等
の
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
改
善
指
導
、
ま
た
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
等
の
設
置
を

実
施
し
た
緊
急
安
全
措
置

の
費
用
の
請
求
を
行
っ
て

き
た
。
令
和
４
年
５
月
に

所
有
者
か
ら
解
体
費
用
に

つ
い
て
業
者
と
打
合
せ
を

す
る
旨
の
電
話
連
絡
が
あ

り
、
本
年
11
月
に
は
建
物

を
解
体
す
る
予
定
で
あ
る

旨
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た

も
の
の
、
現
時
点
で
は
ま

だ
何
も
対
応
は
な
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

所
有
者
が
解
体
の
意
向

を
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
動
き
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
、
現
状
の
ま

ま
対
応
さ
れ
ず
改
善
の
見

込
み
が
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
勧
告
を
行
う

な
ど
空
家
特
別
措
置
法
に

基
づ
い
た
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

加
藤　

茂
樹
（
会
派
新
生
）

浜
村
温
泉
「
新
泉
集
落
」の
廃

墟
化
し
た
旧
旅
館
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問 

学
校
の
働
き
方
改
革

に
関
連
し
、
６
月
定
例
会

で
は
学
校
業
務
改
善
に

向
け
た
Ｄ
Ｘ
化
を
「
現
在

検
討
中
」
と
し
た
が
、
そ

の
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
来
年
度
か
ら

施
策
と
し
て
進
め
る
意
向

か
。
ま
た
、
今
夏
実
施
さ

れ
た
「
部
活
動
顧
問
に
係

る
自
費
負
担
の
調
査
」
で

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
対

し
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答 

（
副
教
育
長
）
学
校
業

務
改
善
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
化

に
つ
い
て
は
、
各
連
絡

ツ
ー
ル
の
操
作
性
や
出
欠

連
絡
、
文
書
添
付
等
の

機
能
、
有
料
版
に
し
た
場

合
の
価
格
等
、
様
々
な
要

件
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、来
年
度
に
つ
い
て
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
連
絡

用
ツ
ー
ル
の
無
料
版
を
継

続
使
用
し
、
原
則
と
し
て

出
欠
連
絡
や
配
付
物
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
を
施

策
と
し
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　

部
活
動
指
導
に
係
る
自

己
負
担
の
調
査
で
は
２
５

４
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
２
８
名
50
・

４
％
が
自
己
負
担
が
あ
っ

た
と
回
答
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）
い
ず
れ
の
学

校
に
お
い
て
も
自
己
負
担

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
、
ま
た
指
導
者
の
研

修
に
参
加
す
る
際
の
自
己

負
担
に
つ
い
て
は
、
種
目

等
の
違
い
に
よ
る
偏
り
が

あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

部
活
動
に
お
け
る
自
己

負
担
が
生
じ
て
い
る
状
況

の
改
善
は
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
改
善
に

向
け
調
査
結
果
を
各
学
校

長
と
共
有
す
る
と
と
も
に

内
容
を
精
査
し
て
適
切
に

処
理
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
。
ま
た
本
市
体
育
協

会
に
加
盟
す
る
各
団
体
へ

調
査
結
果
を
送
付
す
る
と

と
も
に
本
市
体
育
協
会
所

管
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資

格
助
成
事
業
を
活
用
す
る

な
ど
の
支
援
を
依
頼
し
て

い
く
。

柳　
　

大
地
（
無
所
属
）

学
校
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。

問 

鳥
取
市
で
は
、「
差
別
・

人
権
侵
害
相
談
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
も
と
づ
い
て
、
相

談
対
応
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
部
落
差
別

事
象
に
対
す
る
指
導
・
助

言
な
ら
び
に
解
決
に
向
け

た
取
組
が
十
分
で
な
い
こ

と
が
、
二
つ
の
事
象
を
通

し
て
み
ら
れ
た
。
専
門

の
職
員
の
配
置
と
人
材

育
成
・
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。「
人
権
施
策

基
本
方
針
」
の
改
正
に
あ

た
っ
て
、
充
実
と
具
体
化

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

答 

（
市
長
）
差
別
事
象
等

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
担
当
部
局
だ

け
で
は
な
く
、
市
役
所
全

体
で
職
員
が
そ
の
よ
う
な

認
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
様
々
な

研
修
等
を
通
し
て
職
員
の

意
識
改
革
を
図
り
、
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
人
権
に

係
る
課
題
に
部
局
横
断
的

に
包
括
的
な
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
相
談
員
を

増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
一
つ
の
対
応
策
で
は

あ
る
が
様
々
な
分
野
に
お

い
て
人
材
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

状
況
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
関
係
機
関
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
相

談
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
る
中
で
市
役
所

全
体
で
様
々
な
相
談
に
適

切
、
的
確
に
応
じ
て
い
け

る
体
制
づ
く
り
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
３
次
改
訂
を
機

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問 

「
明
る
い
未
来
プ
ラ

ン
」
に
掲
げ
た
産
後
ケ
ア

対
象
年
齢
の
拡
充
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
ま
た
、
産
後

サ
ー
ビ
ス
の
チ
ラ
シ
を

「
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
だ
け
に
改
善
す
る
こ

と
。
産
後
関
連
の
連
絡
先

３
か
所
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

に
改
善
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
。
併
せ

て
、
本
市
と
事
業
所
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
専
門

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

技
術
向
上
を
図
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
所
見
を
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
産
後
ケ
ア
事

業
の
対
象
時
期
の
拡
充
に

つ
い
て
、
各
事
業
所
に
４

か
月
以
上
１
歳
未
満
の
受

入
れ
の
意
向
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
１
事
業
所
か
ら
受

け
入
れ
可
能
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
令
和
６
年
度
か

ら
の
１
歳
ま
で
の
乳
児
の

利
用
実
施
に
向
け
て
体
制

を
整
え
て
い
く
。

（
こ
ど
も
家
庭
局
長
）
産

後
サ
ー
ビ
ス
の
チ
ラ
シ
は

掲
載
項
目
が
多
岐
に
わ
た

り
情
報
量
が
多
く
分
か
り

づ
ら
い
と
の
御
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
産
後
ケ

ア
事
業
内
容
が
よ
り
分
か

り
や
す
い
チ
ラ
シ
作
成
を

検
討
し
た
い
。

（
市
長
）
改
正
児
童
福
祉

法
の
施
行
に
合
わ
せ
令
和

６
年
４
月
か
ら
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー
を
一
体
化
し
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

子
育
て
相
談
窓
口
の
一
本

化
を
図
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い

く
。

　

妊
娠
期
か
ら
産
後
、
子

育
て
期
の
支
援
を
行
う
上

で
、
市
の
保
健
師
、
助
産

師
と
産
後
ケ
ア
事
業
所
と

の
連
絡
会
、
研
修
会
等
の

機
会
を
活
用
し
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
情
報
共

有
な
ど
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

産
後
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

坂
根　

政
代
（
無
所
属
）

人
権
政
策
の
充
実
を

求
め
る
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問 

部
落
差
別
を
撤
廃
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

課
題
の
把
握
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
鳥
取
市
人
権

施
策
基
本
方
針
第
３
次
改

訂
に
着
手
さ
れ
て
い
る

が
、
施
策
の
推
進
方
針
の

②
で
は
「
地
域
課
題
や
相

談
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
教

育
・
啓
発
を
実
施
し
、
人

権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
中
央
人
権
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
各
人
権
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
や
人

権
啓
発
の
拠
点
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
社
会
的
弱
者
の
生

活
上
の
各
種
相
談
や
人
権

啓
発
に
係
る
取
組
な
ど
を

総
合
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
地
域
福

祉
推
進
計
画
に
お
い
て

も
、
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
関
係
機
関
の
１
つ
と
し

て
、
地
域
食
堂
事
業
や
社

会
的
孤
独
・
孤
立
対
策
の

推
進
を
担
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

地
域
に
出
向
く
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
手
法
に
よ
り
、

積
極
的
に
地
域
課
題
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
関
係
機
関
と
協
働
し
、

包
括
的
な
支
援
体
制
に
よ

り
、
当
事
者
と
支
援
者
が

継
続
的
に
つ
な
が
り
続

け
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

秋
山　

智
博
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

部
落
差
別
撤
廃
に

つ
い
て

問 

来
年
か
ら
始
ま
る
次

期
介
護
保
険
計
画
で
、
国

は
新
た
に
利
用
料
、
保
険

料
負
担
を
増
や
そ
う
と
計

画
し
て
い
る
。

　

今
で
も
、
利
用
料
負
担

が
重
く
「
安
心
し
て
使
え

る
制
度
」
に
な
っ
て
い
な

い
。
３
年
前
、「
過
剰
な
基

金
は
好
ま
し
く
な
い
。
８

億
円
を
目
途
に
」
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年

度
末
の
基
金
は
23
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
過
剰
な
基

金
を
使
っ
て
介
護
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
第
８
期
計
画

で
は
、
介
護
給
付
費
等
準

備
基
金
の
９
億
円
を
活
用

し
、
介
護
給
付
費
に
充
当

す
る
こ
と
で
、
第
７
期
に

比
べ
、
保
険
料
を
２
０
０

０
円
引
き
下
げ
、
基
準

保
険
料
年
額
を
７
万
６
０

０
０
円
と
す
る
計
画
と
し

た
。
８
期
計
画
期
間
中
で

は
、
要
介
護
認
定
者
数
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
数
が

推
計
値
よ
り
も
低
く
推
移

し
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

給
付
費
全
体
の
伸
び
も
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
介
護

給
付
費
等
の
準
備
基
金
が

増
加
し
た
。

　

第
９
期
の
計
画
で
は
、

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金

を
取
り
崩
し
、
活
用
す
る

こ
と
で
、
介
護
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
国
か
ら
示

さ
れ
る
報
酬
改
定
等
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
の
算
定

を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

介
護
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
考
慮
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
基
金
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

金
田　

靖
典
（
日
本
共
産
党
）

第
９
期
介
護
保
険
料
は
基

金
を
使
っ
て
引
き
下
げ
を

問 

令
和
２
年
度
に
新
聞
に

も
掲
載
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
駅

舎
シ
ン
プ
ル
化
に
つ
い
て
、

以
前
、
市
議
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
市
民
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
本

市
が
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
等
も
議
員
よ
り
出
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
こ

の
話
題
を
聞
か
な
い
。
対

応
方
針
の
現
状
と
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
駅
舎

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る

団
体
や
企
業
等
に
対
す
る

支
援
の
考
え
は
あ
る
か
。

答 

（
市
長
）
本
市
内
に
お

け
る
駅
舎
の
シ
ン
プ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

10
月
15
日
付
で
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
対
し
、
駅
利
用
者

の
利
便
性
が
低
下
し
な
い

こ
と
、
ま
た
沿
線
住
民
へ

の
説
明
と
情
報
提
供
を
実

施
し
、
十
分
な
理
解
を
得

る
こ
と
の
２
つ
を
求
め
た

要
望
書
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
本
市
が
駅
舎
を
所

有
し
て
改
修
あ
る
い
は
新

築
を
行
い
維
持
管
理
す
る

こ
と
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か

ら
困
難
で
あ
る
と
の
考
え

を
お
伝
え
し
て
い
る
。
改

め
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
現

状
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

本
市
内
に
お
け
る
駅
舎
の

シ
ン
プ
ル
化
は
検
討
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
具
体
的
な
計
画
が
決

ま
り
次
第
、
本
市
に
事
前

に
説
明
を
し
た
い
と
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
域
の
活
性
化
や
町
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
駅
舎

を
活
用
す
る
事
例
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

ま
た
交
通
の
利
便
性
が
高

く
、
町
の
中
心
部
に
位
置

す
る
駅
の
特
性
か
ら
、
企

業
や
事
業
者
の
資
金
や
知

識
な
ど
の
経
営
的
な
視
点

を
取
り
入
れ
た
駅
舎
活
用

の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
地
域
や

企
業
な
ど
か
ら
駅
舎
の
利

活
用
に
つ
い
て
幅
広
い
提

案
・
相
談
が
あ
れ
ば
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
の
調
整
や
利

活
用
に
対
す
る
支
援
に
部

局
を
横
断
し
て
対
応
し
て

い
く
な
ど
、
本
市
も
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

中
山　

明
保
（
会
派
新
生
）

Ｊ
Ｒ
無
人
駅
舎
の
現
状
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。



13 とっとり市議会だより 令和５年12月定例会号

問 

療
育
が
必
要
な
６
〜

18
歳
ま
で
の
児
童
が
利
用

で
き
る
通
所
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
特
に

発
達
障
が
い
児
が
平
成
23

年
か
ら
10
年
で
２
・
８
倍

と
増
加
し
て
お
り
利
用
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
た
18
歳
以
上
の
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
障
が
い
者

の
居
場
所
づ
く
り
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
事
業
所

拡
充
へ
向
け
看
護
師
、
保

育
士
等
有
資
格
者
の
人
材

確
保
の
取
組
に
つ
い
て
問

う
。

答 

（
市
長
）
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け

る
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
に

お
い
て
は
、
令
和
６
年
度

の
報
酬
改
定
に
お
い
て
、

賃
上
げ
を
は
じ
め
と
す
る

人
材
確
保
に
向
け
た
対
応

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
市
に
お

い
て
も
、
人
材
確
保
の
取

組
と
し
て
、
新
規
で
相
談

支
援
専
門
員
を
雇
用
す
る

事
業
所
に
対
し
て
の
人
件

費
の
補
助
や
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
居
宅

介
護
支
援
の
合
同
企
業
説

明
会
の
開
催
、
社
会
福
祉

専
門
学
校
の
学
生
へ
の
出

前
授
業
の
実
施
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
も
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
分
野
の
看
護

師
等
の
職
員
の
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
、
各
種
専
門
学
校
等

の
関
係
機
関
と
も
連
携

し
、
人
材
確
保
に
向
け
た

取
組
に
力
を
入
れ
て
い
く

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

導
入
等
に
よ
る
福
祉
現
場

で
の
生
産
性
向
上
な
ど
に

つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

谷
口　

明
子
（
公
明
党
）

障
が
い
児
・
障
が
い
者
の
支

援
、
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

インターネット放送局のご案内インターネット放送局のご案内
鳥取市議会では、開催中の本会議をインターネットで配信しています！
また、過去の中継も会議日の約３日後からご覧いただけます。

「生中継を見る」
をクリックすれ
ばすぐに中継が
見られます。

過去の中継は、
・会議名（定例会順）
・議員名（議員一覧）
・ことば（用語検索）
・会議名（字幕付き）
から検索できます。

☟クリック

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
ご
視
聴

で
き
ま
す
。

　一般質問（各個質問）
　・ご案内

各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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　令和５年12月定例会の審議結果　

令和５年12月定例会の審議結果 （会期：令和５年12月５日～12月22日）

賛否状況

議決結果

会派新生 公明党 未来ネット 日本共産党 開政 無所属

魚
﨑　
　

勇

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

上
杉　

栄
一

水
口　
　

誠

谷
口　

明
子

浅
野　

博
文

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

金
田　

靖
典

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

柳　
　

大
地

玉
木　

裕
一

岡
田　
　

実

坂
根　

政
代

雲
坂　
　

衛

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠

席 × × × × × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × × 原案可決

× 議
長 × × × × × × × × × 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 否決

� 賛成…〇　反対…×

～ 12月定例会審議結果の概要～
　12月定例会を12月５日から12月22日までの18日間にわたって開催し
ました。本定例会では、市長から令和５年度鳥取市補正予算について
など62議案・報告案件５件が提出され、57議案を全会一致、５議案を
賛成多数で原案のとおり可決しました。
　委員会提出議案が２件が提出され、１件を賛成多数で可決し、１件
を賛成少数で否決しました。
　そして、議員提出議案が２件提出され、いずれも全会一致で可決し
ました。

詳しい議決結果
と過去の議決結
果はこちら➡

請 願 ・ 陳 情 の
ページはこちら➡

採択されたもの

鳥取市武道館に空調（冷房設備）の早急整備を求める請願（令和５年請願第８号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため

－請願審査結果－

採択されたもの

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の提出をもとめる陳情（令和５年陳情第９号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため

子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引上げを求める意見書の提出を求める
陳情（令和５年陳情第10号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため

－陳情審査結果－

議案番号 案　　件　　名
193 鳥取市コミュニティ施設の指定管理者の指定について
194 鳥取市文化センターの指定管理者の指定について
195 財産の無償譲渡について
196 公有水面埋立の免許の出願に係る意見について
197 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第８号）
199 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について

議案番号 案　　件　　名
＜議員提出議案＞

10 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める
意見書の提出について

11 ガザ攻撃中止と即時停戦に向けての行動を日本政府に求
める意見書の提出について
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令和５年12月定例会の審議結果

　令和５年12月定例会の審議結果　

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

議
案
番
号

案　　件　　名 西
尾　

彰
仁

中
山　

明
保

加
藤　

茂
樹

吉
野　

恭
介

星
見　

健
蔵

＜市長提出議案＞
139 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第7号） 〇 〇 〇 〇 〇
149 鳥取市立地区公民館の設置及び管理に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇
155 公立大学法人公立鳥取環境大学定款の変更について 〇 〇 〇 〇 〇
156 新生公立鳥取環境大学運営協議会規約の変更について 〇 〇 〇 〇 〇
198 鳥取市手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇
＜委員会提出議案＞

7 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇

8 子どものために保育士配置基準の引上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引上げ
を求める意見書の提出について × × × × ×

◆賛否のわかれたもの

議案番号 案　　件　　名
＜市長提出議案＞
138 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第6号）

140 令和５年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正
予算（第2号）

141 令和５年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第
2号）

142 令和５年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）
143 令和５年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号）

144 令和５年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算
（第2号）

145 令和５年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算
（第1号）

146 令和５年度鳥取市電気事業費特別会計補正予算（第1号）
147 令和５年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号）
148 令和５年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第2号）

150 鳥取市盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の制定
について

151 鳥取市職員給与条例等の一部改正について
152 鳥取市旅館業法施行条例の一部改正について

153 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一
部改正について

154 鳥取市財産区の財産の管理及び処分に関する条例等の一
部改正について

157 鳥取市過疎地域持続的発展計画の変更について
158 鳥取市民会館の指定管理者の指定について
159 鳥取世界おもちゃ館の指定管理者の指定について
160 城下町とっとり交流館の指定管理者の指定について
161 鳥取市高齢者福祉施設の指定管理者の指定について
162 鳥取市障害者福祉センターの指定管理者の指定について
163 鳥取市湯谷荘の指定管理者の指定について
164 鳥取市立保育所の指定管理者の指定について
165 鳥取市立児童館の指定管理者の指定について

◆全会一致で可決したもの
議案番号 案　　件　　名

166 鳥取市佐治町和紙生産伝習施設の指定管理者の指定につ
いて

167 鳥取市佐治町たんぽり荘の指定管理者の指定について

168 鳥取市佐治町自然環境活用センターの指定管理者の指定
について

169 鳥取市キャンプ場の指定管理者の指定について
170 鳥取市立温泉館の指定管理者の指定について
171 鳥取市国民宿舎山紫苑の指定管理者の指定について
172 鳥取市道の駅の指定管理者の指定について
173 鳥取市鹿野往来交流館の指定管理者の指定について
174 鳥取市農産物加工等施設の指定管理者の指定について
175 鳥取市農産物加工等施設の指定管理者の指定について
176 鳥取市安蔵森林公園の指定管理者の指定について

177 鳥取市神戸ふれあいセンターの指定管理者の指定につい
て

178 鳥取市出合いの森公園の指定管理者の指定について

179 鳥取市青谷町特産物加工販売施設の指定管理者の指定に
ついて

180 鳥取市青谷町いかり原牧場の指定管理者の指定について
181 鳥取市鹿野そば道場の指定管理者の指定について
182 鳥取市鹿野おもしろ市場の指定管理者の指定について
183 鳥取市鹿野ふるさと加工所の指定管理者の指定について
184 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について
185 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について
186 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について
187 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について
188 鳥取市自転車駐車場の指定管理者の指定について
189 鳥取市安蔵公園の指定管理者の指定について
190 鳥取市用瀬町運動公園の指定管理者の指定について
191 鳥取市海洋センターの指定管理者の指定について
192 鳥取市営サッカー場の指定管理者の指定について
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雪
の
な
い
正
月
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
明
け
に
よ
い

ス
タ
ー
ト
を
切
る
は
ず
が
、
新
年
早
々
、
能
登
半

島
地
震
、
羽
田
航
空
機
事
故
と
大
き
な
苦
難
を
強

い
ら
れ
る
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
政
治
に
携
わ
る
者
と
し
て
あ
る

ま
じ
き
行
為
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
問

わ
れ
る
倫
理
は
、
国
会
で
も
地
方
議
会
で
も
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
段
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
一
般
質
問
と
議
決

事
項
を
掲
載
し
、
今
号
に
は
、
議
会
報
告
会
を
載

せ
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
々
に
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
何
を

伝
え
、
期
待
に
ど
う
応
え
る
か
常
に
研
鑽
で
す
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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（
議
会
広
報
委
員
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金
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靖
典
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議場見学のご案内議場見学のご案内
　令和5年6月から12月に、校外学習の一環として津ノ井小学校、倉田小学校、サポートルーム「すなは
ま」、南中学校、桜ヶ丘中学校、賀露小学校、稲葉山小学校、米里小学校、富桑小学校、東郷小学校の児童
生徒の皆さんが議場を見学し、議会の仕組みや議員の仕事について学びました。また、電子表決システ
ムを使って模擬採決を行い、議員の体験をしてみました。

QRコードで
簡単アクセス！

ご案内　

　本市の将来を担う子どもたちに社会や政治に対する関心を持っていただこうと、市内
の小中学生を対象に議場見学会（議場見学や議会のしくみについての説明など）を行って
います。また、公民館や町内会など各種団体を対象とした見学会も随時行っています。
　詳しくは、市議会事務局調査係（℡0857-30-8443）までお問い合わせください。

2
月
20
日
㈫

開
会
・
会
期
の
決
定
・
提
案

説
明
・
予
算
審
査
特
別
委
員

会
設
置

2
月
22
日
㈭

一
般
質
問
（
代
表
質
問
）

2
月
26
日
㈪

一
般
質
問（
代
表
質
問
）・
先

議
分
質
疑
・
委
員
会
付
託

2
月
27
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

2
月
28
日
㈬

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

2
月
29
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
1
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
4
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

（
予
備
日
）

3
月
5
日
㈫

先
議
分
採
決
・
一
般
質
問

（
各
個
質
問
）

3
月
6
日
㈬

一
般
質
問
（
各
個
質
問
）

3
月
7
日
㈭

一
般
質
問
（
各
個
質
問
）

3
月
8
日
㈮

一
般
質
問（
各
個
質
問
）・
追

加
提
案
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

3
月
11
日
㈪

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
総
括
質
疑
）

3
月
12
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
13
日
㈬

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
14
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
15
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
18
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

（
予
備
日
）

3
月
19
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

（
予
備
日
）

3
月
21
日
㈭

予
算
審
査
特
別
委
員
会

3
月
22
日
㈮

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
予
備
日
）

3
月
25
日
㈪

委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
・

閉
会

２２
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
本
会
議
は
通
常
10
時
に
開
会
の
予
定
で
す
。

表紙の写真を募集しています !!表紙の写真を募集しています !!
　とっとり市議会だよりの表紙をか
ざる写真を１年を通して募集してい
ます。
　みなさまからの活気あふれる写真
のご応募をお待ちしています！
　詳しくは、鳥取市議会ホームペー
ジをご覧いただくか、市議会事務局
調査係（℡0857-30-8443）まで
ご連絡ください。

QRコードで
簡単アクセス！


